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松崎町は「日本で最も

美しい村」連合に加盟

しています。
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８８月下旬から、「八木山健康農園」にて「ぶどう狩り」がオープ８月下旬から、「八木山健康農園」にて「ぶどう狩り」がオープンン

しました。今年も家族連れや大学生等が、甘いぶどうを堪能しましたしました。今年も家族連れや大学生等が、甘いぶどうを堪能しました。。
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総額３８億１１５万円
このように使いました。

「魅力あるまちづくりの推進」「安心安全なまちづくり」

を重点課題とし、地域資源を生かしたまちづくりや防災

減災対策等に取り組みました。

・財政調整基金積立金 ……………２億９，５６６万円

・まち・ひと・しごと創生事業費 ……３，８９０万円

・路線バス対策事業 ……………………２，７５４万円

・花いっぱい運動推進事業 ……………１，９２０万円

・地域おこし協力隊事業費 ……………１，１６７万円

・美しい村推進事業費

（棚田保全活用事業他）………………１，１５１万円

・地域経済活性化対策費

（住宅リフォーム助成他）………………９９１万円

・指定統計調査費（国勢調査他）…………５７７万円

・障害者自立支援給付費 …………１億４，８６５万円

・保育園建設事業補助金 …………１億２，５６７万円

・後期高齢者医療事業（繰出金他）１億２，３８３万円

・介護保険事業（繰出金他）………１億２，２１０万円

・国民健康保険事業（繰出金他）………９，８８９万円

・児童手当 ………………………………７，９３２万円

・保育所実施委託事業 …………………６，０６６万円

・重度障害者医療費助成事業 …………２，０００万円

・養護老人ホーム入所措置者委託 ……１，９６５万円

・臨時福祉給付金事業費 ………………１，１４４万円

・じん芥処理事業

（清掃点検業務委託他）……………２億６４３万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ………８，２１４万円

・老人健康対策事業

（がん検診事業他）……………………１，４５７万円

・こども医療費助成事業 ………………１，２９９万円

・予防事業

（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）

……………………………………………９８９万円

・国土調査費（地籍調査）………………３，３２７万円

・農地費（農業施設整備工事他）………１，２８２万円

・漁港管理費

（漁港機能保全計画策定他）…………１，１８２万円

・農業振興事業

（中山間地域等直接支払交付金他）…１，０９２万円

農林水産業費 ２億６４万円
５．３％（前年度比 ２，８７３万円増）

衛生費 ４億２，１７７万円
１１．１％（前年度比 △２，０７６万円）

民生費 ９億１，７３７万円
２４．１％（前年度比 ８，６８０万円増）

総務費 ８億６，５１９万円
２２．８％（前年度比 １６，７５３万円増）

◎
歳
入
の
状

◎
歳
入
の
状
況況

◎
歳
出
の
状

◎
歳
出
の
状
況況

平成27年度 一般会計

報算 告決
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交
流
拠
点
施
設
の
整
備
も
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
商
工
会
、
観
光
協

会
と
連
携
し
、
消
費
喚
起
・
観
光

誘
客
事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
や
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
伊
豆
の
長
八
生
誕

２
０
０
年
祭
を
実
施
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

地
震
・
津
波
対
策
で
は
、
ソ
フ

ト
面
で
は
津
波
避
難
計
画
を
策
定

し
、
ハ
ー
ド
面
で
は
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
整
備
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
津
波
避
難

ビ
ル
の
階
段
整
備
の
助
成
を
行
う

等
、
地
域
の
皆
様
の
安
全
確
保
を

図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
子
育
て
支
援
と
し
て
聖

和
保
育
園
の
建
設
事
業
補
助
金
や

松
崎
幼
稚
園
建
設
事
業
実
施
設
計

等
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
将
来
的
な
大
型
事
業

等
に
備
え
、
財
政
調
整
基
金
に
２

億
９
５
６
６
万
円
を
積
み
立
て
る

等
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
留
意

し
た
予
算
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

町
税
等
自
主
財
源
の
乏
し
い
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
経
常
経

費
の
節
減
に
努
め
、
効
果
の
期
待

で
き
る
事
業
に
予
算
を
重
点
配
分

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

比 率決 算 額性 質 別

１７．２％６億５，５９０万円人 件 費

２１．２％８億 ４８３万円物 件 費

０．７％２，６２９万円維 持 補 修 費

９．６％３億６，６８７万円扶 助 費

１５．４％５億８，６８９万円補 助 費 等

７．８％２億９，５２２万円公 債 費

８．２％３億１，１０２万円積 立 金

０．１％２５２万円投資及び出資金貸付金

６．１％２億３，２０７万円繰 出 金

１０．６％４億 ３００万円普 通 建 設 事 業 費

３．１％１億１，６５４万円災 害 復 旧 費

１００．０％３８億 １１５万円合 計

平成２７年度一般会計決算性質別歳出内訳表

・義務教育施設整備費

（松小プール改修工事他）……………３，８０１万円

・生涯学習センター管理費 ………………７０２万円

・遠距離児童生徒通学費補助金 …………６１２万円

・国際理解教育振興事業 …………………505万円

・漁港施設災害復旧事業

（雲見漁港他）……………………１億１，６５４万円

・下田地区消防組合負担金 ………１億４，９８５万円

・災害対策施設整備

（津波避難タワー整備工事他）………８，１６１万円

・災害対策事業

（災害対策用資機材整備他）…………４，３８６万円

・消防団運営事業 ………………………３，１５４万円

・消防施設整備事業

（小型ポンプ車整備他）………………１，６００万円

・橋梁維持事業

（新川橋耐震補強補修工事他）………３，１６５万円

・道路維持事業（道路維持工事他）……３，１０３万円

・港湾整備事業 ……………………………７６６万円

・河川維持事業（河川維持工事他）………４５７万円

・住宅地震対策事業

（木造住宅耐震補強助成事業他）………３３０万円

・観光振興事業（観光協会補助金他）…４，６１８万円

・商工振興事業（商工会補助金他）………９８８万円

・鏝絵のまちづくり推進事業 ……………８５３万円

・牛原山町民の森整備事業 ………………８１８万円

・ふれあい交流推進事業

（グリーンツーリズム推進事業）………６３４万円

災害復旧費 １億１，６５４万円
３．１％（前年度比 ４，１０３万円増）

商工費 ２億１０７万円
５．３％（前年度比 △１億５，８３６万円）

教育費 ２億６，６４３万円
７．０％（前年度比 ２５８万円増）

消防費 ３億２，８２４万円
８．６％（前年度比 ４，３９５万円増）

土木費 １億３，３７６万円
３．５％（前年度比 △４，５４５万円）

・元金 ………………………………２億６，１２９万円

・利子 ……………………………………３，３９３万円

公債費 ２億９，５２３万円
７．８％（前年度比 △１，41３万円）

・議員報酬、手当等

議会費５，４９１万円
１．４％（前年度比 △３２３万円）
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平
成

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２７

加
入
者
（
年
平
均
）
は
、
２
６
７

８
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は

・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。
世

３７
帯
数
で
は
総
世
帯
の

・
８
％
と

５１

な
る
１
５
６
２
世
帯
が
加
入
し
て

い
ま
す
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

億
１３

１
２
６
１
万
９
０
０
０
円
（
前
年

度
比
１
０
０
・
３
％
、
４
４
３
万

円
の
増
）、
歳
出
総
額
は

億
５
８

１２

２
３
万
３
０
０
０
円
（
前
年
度
比

１
０
２
・
４
％
、
２
９
３
１
万
３

０
０
０
円
の
増
）
と
な
り
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
、
５
４
３
８
万
６

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税

が
２
億
５
７
６
３
万
５
０
０
０
円

（
前
年
度
比

・
0
％
、
７
９
９
万

９７

６
０
０
０
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費

（
医
療
費
の
う
ち
町
が
７
割
等
負

担
す
る
分
）
が
７
億
３
１
１
５
万

３
０
０
０
円
（
前
年
度
比

・
１

９５

％
、
３
７
９
３
万
６
０
０
０
円
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
等
支
払
準
備
基
金

の
状
況
は
、
１
３
０
３
万
４
０
０

０
円
を
積
み
立
て
た
結
果
、
残
高

は
７
５
４
２
万
４
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
健
康
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、特
定
健
診
の
受
診
を

促
進
し
、生
活
習
慣
病
の
発
症
、
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
等
で
医
療

費
の
削
減
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
３
月
現
在
、

歳
以

２８

６５

上
の
被
保
険
者
数
は
３
０
３
９
人
、

そ
の
内
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
数
は
５
４
５
人
で
、

・
９
％

１７

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
８
億

２
６
４
１
万
１
０
０
０
円
（
前
年

度
比

・
５
％
、
４
３
３
万
２
０

９９

０
０
円
の
減
）、
歳
出
総
額
は
８
億

５
８
２
万
５
０
０
０
円
（
前
年
度

比
１
０
１
・
３
％
、
１
０
０
１
万

３
０
０
０
円
の
増
）
と
な
り
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
２
０
５
８
万
６

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
内
、
介
護
給
付
費
は
７
億

５
４
３
６
万
２
０
０
０
円
で
、
前

年
度
比
１
０
０
・

％
、

万
７

０６

４３

０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
介
護
予
防
事
業
の
充

実
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者
の
減

少
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

差 引 額歳 出歳 入被保険者数特 別 会 計

５，４３８万６千円１２億５，８２３万３千円１３億１，２６１万９千円２，６７８人国民健康保険

１８３万４千円１億６３万円１億２４６万４千円１，６４３人後期高齢者医療

２，０５８万６千円８億５８２万５千円８億２，６４１万１千円３，０３９人介 護 保 険

【特別会計決算の状況】

平
成

年
度
の
被
保
険
者
（
年

２７

平
均
）
は
、
１
６
４
３
人
で
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
、

・
２
％

２３

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
１
億
２

４
６
万
４
０
０
０
円（
前
年
度
比

・
９７

１
％
、
３
０
９
万
３
０
０
０
円
の

減
）、
歳
出
総
額
１
億

万
円
（
前

６３

年
度
比

・
0
％
、
４
２
４
万
２

９６

０
０
０
円
の
減
）
と
な
り
歳
入
歳

出
差
引
額
は
１
８
３
万
４
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
６
９
８
２
万
８
０
０
０

円
（
前
年
度
比

・
９
％
、
２
９

９５

５
万
６
０
０
０
円
の
減
）
と
な
り

被
保
険
者
一
人
当
り
の
保
険
料
は

４
万
２
５
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

１人当たりの保険税 ９６，２０４円

１人当たりの医療費 ３２８，６４７円
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皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
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皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
の
概
要

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介

護

保

険

特

別

会

計



町内には、単独処理浄化槽がおよそ1,600基近く残っ

ています。単独処理浄化槽は、トイレの汚水は浄化槽

で処理して排水しますが、台所やお風呂の排水等は処

理せず、水路や側溝に放流している形です。

一方、合併処理浄化槽はトイレ、台所、お風呂等家

庭から出る生活排水を全部処理するため、単独処理浄

化槽と比べて環境への影響が1/8になります。合併処

理浄化槽は約５７０基整備されていますが、町では平成

３５年度末までに約８００基整備するため、設置に関して

補助制度を設けています。住宅の新築に伴う新設、単

独処理から合併処理への転換が補助対象となりますの

で、積極的に活用してください。

10月1日は浄化槽の日です。単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ切換えましょう

555

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に切換えると

環境負荷が1/8になります。

合併処理浄化槽のしくみ

＜合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付額＞

転 換新 設人槽（大きさ）

４１４,０００円３３２,０００円５人槽

５１６,０００円４１４,０００円７人槽

６８４,０００円５４８,０００円１０人槽

※１０人槽より大きい場合は、事前に生活環境課までお問い合わ
せください。

現在浄化槽を使用している皆様へ

清掃とは、浄化槽内に溜まった汚泥や有機物を分解した微生

物の死骸等が一定量を超えると浄化槽の機能が低下するため、

それらを引抜き、浄化槽内の洗浄を行います。浄化槽の機能が

低下すると、排出物等がそのまま外部に流れてしまうこともあ

りますので、必ず年１回以上清掃を行ってください。

浄化槽を使用している方は、次の３つすべてを行うことが浄化槽法で義務付けられていますので、必ず行ってください。

保守点検とは、浄化槽の運転状況の点検や各設備の調整、修

理ほか消毒薬の補充等、浄化槽を正常に機能させるための作業

をいいます。

法定検査とは、浄化槽の設置工事やその後の保守点検や清掃

が適正に行われ、綺麗な水が放流されているかを外観検査や水

質検査、書類検査（保守点検や清掃の記録）により検査をしま

す。静岡県では、指定検査機関として（一財）静岡県生活科学

検査センター（℡:054-621-5863）のみが指定されています。

１．清掃の実施（年１回以上）

２．保守点検の実施（年３～４回以上）

３．法定検査の受検

浄化槽保有者の3つの義務

※保守点検や清掃の記録書類が必要となりますので

3年間は保管しておいてください。

【問合せ】生活環境課 環境保全係（42）3969

登録業者



壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
や
住
民

の
手
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

や
事
業
所
の
花
壇
、
プ
ラ

花
く
り
の
推
進
、
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
の
地
域
づ
く
り
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
に
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
で

回
目
と
な

３９

り
ま
す
。

審
査
は
８
月

日
に
行
わ
れ
、

１２

町
長
を
は
じ
め
、
松
崎
町
花
の
会

会
長
、
さ
ん
さ
ん
松
崎
会
長
、
県

伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

有
識
者
の
５
人
で
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

最優秀賞 花の親睦会（小杉原）

優秀賞 花の有志会（池代） 優秀賞 浅間会（雲見）

街

審査の様子

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 最優秀賞 美橋繁子さん（岩地）

審
査
員
は
、
応
募
の
あ
っ
た
１９

団
体
の
花
壇
を
１
日
か
け
て
回
り
、

取
組
度
、
努
力
度
、
創
意
工
夫
度
、

技
術
度
の
４
項
目
を
採
点
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
団
体
か
ら
は
「
今

年
の
夏
は
、
例
年
に
比
べ
雨
が
少

な
く
、
花
壇
管
理
が
難
し
か
っ
た
」

と
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

表
彰
は
９
月

日
に
開
催
さ
れ

２５

た
「
第

回
長
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

３３

ル
」
で
行
わ
れ
た
他
、
上
位
の
団

体
は
、
県
主
催
の
「
ふ
じ
の
く
に

花
の
都
し
ず
お
か
・
花
緑
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

◆
審
査
結
果
◆

【
最
優
秀
賞
】

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

【
優
秀
賞
】

浅
間
会
（
雲
見
）

花
の
有
志
会
（
池
代
）

【
努
力
賞
】

東
友
会
（
東
区
）

常
盤
会
（
伏
倉
）

松
尾
区

松
崎
町
花
の
会

ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
評
価
す
る

機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
ろ
う
と
行

う
も
の
で
す
。

◆
審
査
結
果
◆

【
最
優
秀
賞
】

美

橋

繁

子
さ
ん
（
岩
地
）

【
優
秀
賞
】

小
笠
原
い
ね
子
さ
ん
（
伏
倉
）

【
努
力
賞
】

齋

藤

セ

ン
さ
ん
（
東
区
）

望

月

卓
さ
ん
（
東
区
）

6

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

第

回
39

第

回
24

・
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小
・
中
学
生
の
夏
休
み
の
課
題

と
し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
９

月
２
日
（
金
）
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
７
４
点
の
応
募
が

あ
り
、
町
長
、
交
通
安
全
対
策
委

員
、
小
・
中
学
校
の
美
術
担
当
教

諭
等
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。各

部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
校
低
学
年（
一
・
二
年
）の
部

最
優
秀
賞

藤
井

り
あ
（
一
年
）

優

秀

賞

八
木

倫
花
（
二
年
）

田
口

季
夜
（
一
年
）

佳

作

大
胡
田
優
羽
（
二
年
）

山
本

航
（
二
年
）

齋
藤
瑛
二
郎
（
一
年
）

審査の様子

小
学
校
中
学
年（
三
・
四
年
）の
部

最
優
秀
賞

齋
藤
駿
太
郎
（
四
年
）

優

秀

賞

鈴
木

敬
明
（
四
年
）

鈴
木
虎
太
朗
（
四
年
）

佳

作

井
出

聖
人
（
三
年
）

青
木

彩
奈
（
三
年
）

渡
辺

十
和
（
三
年
）

小
学
校
高
学
年（
五
・
六
年
）の
部

最
優
秀
賞

矢
野

優
歌
（
六
年
）

優

秀

賞

飯
野

陽
心
（
六
年
）

山
本

悠
月
（
五
年
）

佳

作

山
田

吏
希
（
六
年
）

山
本

奈
央
（
五
年
）

ワ
シ
ン
ト
ン
ジ
ュ
リ

（
五
年
）

中
学
校
の
部

小
学
校
中
学
年
の
部

【
評
】
標
語
が
か
わ
い
ら
し
く
、
横
断
歩
道
を

渡
る
感
じ
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

中

学

校

の

部

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

菊
地

美
瑚
（
一
年
）

優

秀

賞

菊
地

涼
太
（
一
年
）

佐
野

杏
奈
（
一
年
）

佳

作

石
田

紗
為
（
一
年
）

奥
山

蘭
奈
（
一
年
）

土
田
倫
生
佳
（
一
年
）

（
敬
称
略
）

１年

藤 井 り あさん
ふじ い

小
学
校
低
学
年
の
部

【
評
】
構
図
の
取
り
方
が
う
ま
く
、
動
き
や
表
情

が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
。

４年

齋藤 駿太郎さん
さい とう しゅん た ろう

【
評
】
暗
さ
の
表
現
が
効
果
的
で
、
文
字
の

見
せ
方
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

６年

矢 野 優 歌さん
や の ゆう か

小
学
校
高
学
年
の
部

１年

菊 地 美 瑚さん
きく ち み こ

【
評
】
文
字
の
大
き
さ
や
色
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、

横
断
歩
道
の
表
現
が
う
ま
い
。

最優秀賞 最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

（西区）（伏倉）

（櫻田）

（東区）
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て
地
域
の
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と

と
し
た
松
崎
高
校
の
生
徒
へ
協
力

を
依
頼
し
、
生
徒
も
積
極
的
に
活

動
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
１
日
（
木
）
の
「
防
災
の

日
」
に
、
大
規
模
地
震
や
津
波
の

発
生
を
想
定
し
た
訓
練
が
町
内
各

地
で
行
わ
れ
、

地
区
全
て
の
自

３５

主
防
災
会
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、

関
係
機
関
等
で
２
８
８
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

各
自
主
防
災
会
で
は
、
津
波
避

難
訓
練
、
消
火
器
・
消
火
栓
等
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
避
難
者
名

簿
作
成
や
炊
出
し
等
の
自
主
防
本

部
設
置
・
運
営
訓
練
、
防
災
資
機

材
の
点
検
等
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中村 定治 さん（宮内）

訓
練
の
中
に
は
、
若
い
人
の
力

が
必
要
で
あ
る
と
、
例
年
地
域
の

訓
練
に
参
加
し
て
い
る
中
学
生
や
、

今
年
か
ら
生
徒
家
庭
学
習
日
と
し

８
０
２
０
運
動
と
は
、

歳
に

80

な
っ
て
も

本
歯
を
保
つ
こ
と
を

２０

目
指
す
運
動
で
す
。中
村
さ
ん
は
、

歯
の
こ
と
も
健
康
管
理
の
一
部
と

し
て
歯
磨
き
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

健
康
づ
く
り
は
「
食
べ
る
」
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
食
べ
る
こ
と
は

「
口
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
８
０

２
０
目
指
し
て
健
康
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

静
岡
県
歯
科
医
師
会
が
実
施
し

た
平
成

年
度
噛
む
カ
ム
ケ
ア
８

２８

０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

宮
内
区
の
中
村
さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。

屋上まで避難する小学生

伏倉区の消火器訓練峰区の簡易タンカ作成訓練

町
の
本
部
会
議
で
は
、
災
害
図

上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
を
行
い
、
避

難
所
の
状
況
や
町
職
員
の
行
動
等

を
検
証
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
も
避
難
所
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て

い
ま
し
た
が
、
屋
内
退
避
を
考
え

た
時
に
、
現
在
町
で
指
定
し
て
い

る
避
難
所
で
は
入
り
き
れ
ず
、
各

地
区
の
公
民
館
も
避
難
所
と
な
る

と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
の
行
動
は
、
情
報

収
集
、
国
・
県
・
関
係
機
関
と
の

調
整
、
応
援
部
隊
の
受
入
対
応
等
、

多
く
の
業
務
が
あ
り
、
指
定
避
難

所
も
含
め
た
避
難
所
の
運
営
は
、

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
地
域 江奈２区の訓練で避難者受付を行う中高生

の
皆
様
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

最
近
、
訓
練
内
容
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に

は
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
、
冷
静
な
判

断
や
行
動
が
取
れ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
初
期
行
動
と
な
る
避

難
行
動
は
、
考
え
な
く
て
も
体
が

自
然
に
動
く
よ
う
に
訓
練
を
重
ね

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

家
庭
で
は
備
蓄
食
糧
や
非
常
持

出
品
の
確
認
を
、
地
域
で
は
自
分

の
行
動
（
自
助
）
や
地
域
で
と
る

べ
き
行
動
（
共
助
）
を
考
え
る
習

慣
を
つ
け
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

野田区の訓練で行われた避難所運営ゲーム(ＨＵＧ)

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル

入

賞

９
月
１
日（
木
）

総
合
防
災
訓
練



財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治

体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
企
業
会
計
を
含
む
）
等

の
自
治
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
毎
年
度
の
決
算
時

に
算
定
す
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」

お
よ
び
「
資
金
不
足
比
率
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

○
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
は
、

次
の
４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率

・
将
来
負
担
比
率

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企
業

は
「
資
金
不
足
比
率
」）
で
は
、
財

政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早
期
健

全
化
基
準
』（
公
営
企
業
は
「
経
営

健
全
化
基
準
」
）
と
財
政
破
た
ん
状

態
（
会
社
で
い
う
「
倒
産
」）
を
示

す
『
財
政
再
生
基
準
』
が
あ
り
、

比
率
が
基
準
以
上
に
な
る
と
、
国

や
県
の
手
助
け
や
管
理
の
下
、
財

政
再
生
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
？

平
成

年
度
決
算
に
よ
る
算
定

２７

で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が
財
政

健
全
化
法
で
の
基
準
を
下
回
っ
て

お
り
、
平
成

年
度
決
算
に
引
き

２６

続
い
て
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
の
収
入
の
う
ち
町

税
等
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は

３
割
台
で
、
県
内
で
も
最
低
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
財

政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に

よ
り
比
較
・
分
析
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
の
法

律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
・
分

析
に
よ
り
、
健
全
財
政
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表

（公営企業に係る資金不足比率）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率の「－」は黒字の意味。
※将来負担比率の「－」は、数値がマイナスで健全性が保たれていることを示します。
※（ ）内は前年の比率。

財政再生基準早期健全化基準松崎町の比率健全化指標

２０．０％１５．０％－（－）実 質 赤 字 比 率

４０．０％２０．０％－（－）連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％３．１％（４．５％）実質公債費比率

なし３５０．０％－（－）将 来 負 担 比 率

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

財政再生
基 準

経営健全化
基 準

松崎町の
比 率

特 別 会 計 名

なし２０．０％

－（－）水 道 事 業 会 計

－（－）温 泉 事 業 会 計

－（－）
伊 豆 ま つ ざ き 荘
会 計

－（－）
岩 地 集落 排 水 事業
特 別 会 計

－（－）
石 部 集落 排 水 事業
特 別 会 計

－（－）
雲 見 集落 排 水 事業
特 別 会 計

（財政健全化判断比率）
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伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
（
天
城
湯
ケ
島
～
河
津
）
の
計
画
に
あ
た
り
、
国
土

交
通
省
沼
津
河
川
国
道
事
務
所
が
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

各
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
が
日
頃
感

じ
て
い
る
対
象
区
間
の
課
題
や
求
め
ら
れ
る
道
路
の
役
割
等
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
方
法
】

①

郵
送
書
類
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
郵
便
は
が
き
」
に
回
答
を
記
入
し
、

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

②

役
場
お
よ
び
伊
豆
半
島
内
の
７
つ
の
「
道
の
駅
」（
「
花
の
三
聖
苑
伊

豆
松
崎
」
等
）
に
「
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
計
画
に
関
す
る
第
１
回

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
も

回
答
で
き
ま
す
。

③

下
記
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
で
き
ま
す
。

沼
津
河
川
国
道
事
務
所
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w
w
w
.cb
r.m
lit.g
o
.jp
/n
u
m
a
zu
/ro
a
d
/ro
u
te4
1
4
/ro
a
d
4
1
4
_
q
u
estio

n
a
ry
.h
tm
l

【問合せ】
国土交通省
沼津河川国道事務所調査第二課
電話番号：055-934-2010（直通）

アンケート調査票を配布する市町
市役所・役場の本庁舎にもアンケー
ト調査票を設置

アンケート調査票を設置する
道の駅

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
（
天
城
湯
ケ
島
～
河
津
）
の
課
題
と

道
路
整
備
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

～
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
～

アンケート対象区間
天城湯ヶ島～河津
延長約１５km



第

回

伊
豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１７
９
月

日
（
土
）、
松
崎
海
岸

１０

に
て
、
伊
豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
２
０
０
０
人
を
超
え
る

来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

大
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
で

回
目
と
な
る
太
鼓

１７

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
町
民
の

有
志
の
皆
様
が
「
町
を
活
性
化

さ
せ
る
何
か
を
し
た
い
」
と
い

う
強
い
思
い
か
ら
、
松
崎
海

岸
の
夕
日
に
染
ま
る
景
観
を

舞
台
に
勇
壮
な
太
鼓
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
年
で
最
も
美
し
い
時
期
の

夕
日
を
舞
台
に
開
催
し
た
い

と
の
強
い
意
向
か
ら
毎
年
９

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

天
候
が
不
安
定
な
た
め
、
心

労
が
絶
え
な
い
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
最
高
の
舞
台
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
翌

日
の
午
前
を
中
心
に
雨
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
雨
の
中
、
舞
台

の
片
付
け
を
す
る
実
行
委
員
の

皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

を
拝
見
し
、
深
く
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
町
の
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
行
委
員

会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
も
あ
り
、
こ
の

伊
豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
松
崎
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
月
、
松
崎
町
で
は
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
皆
様
に
松
崎
な
ら
で

は
の
魅
力
を
伝
え
る
イ
ベ
ン

ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。松

崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯８２

８月２０日、旧依田邸にて、「なまこ壁の建造
物」の保存活用等についての意見交換会が行わ
れました。今後は、１０月と１２月に開催する予定
です。

９月９日、静岡県立大学看護学部の学生によ
る「転倒予防教室」が、峰公民館で行われまし
た。参加者は、転倒予防のための講話を聞いた
り、運動を体験しました。

10

MyTownTopics～まちのできごと～

旧依田邸でのワークショップ 転ばぬ先のからだつくり教室

９月１０日、松崎海岸にて、「第１７回伊豆半島
太鼓フェスティバル」が開催されました。今年
も天候に恵まれ、４団体の素晴らしい演奏が披
露されました。

９月１１日、地域おこし協力隊による「スタン
ドアップパドルボード」を使ったイベントが開
催されました。チームレースでは、３人１組で
協力し合い、タイムを競いました。

第１７回伊豆半島太鼓フェスティバル 伊豆松崎ファンSUPプレイベント２０１６

～
舞
台
を
支
え
る
人
た
ち
～
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

「
山
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
、山

に
親
し
み
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
第
１
回
「
山
の

日
」記
念
全
国
大
会
が
８
月

日
、

１０

日
に
上
高
地
お
よ
び
松
本
市
街

１１地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の

記
念
式
典
に
は
皇
太
子
殿
下
同
妃

殿
下
な
ら
び
に
愛
子
内
親
王
殿
下

の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
大
会

は
、
松
本
城
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、「
山

の
日
」
制
定
記
念
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
記
念

式
典
、
祝
祭
式
典
お
よ
び
信
州
四

方
山
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
２
日
間

で
延
べ
１
万
７
３
０
０
人
の
皆
さ

ん
と
山
の
日
を
祝
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
約
４
０
０
人
の

招
待
者
を
お
迎
え
し
て
、
上
高
地

バ
タ
ー
ミ
ナ
ル
特
設
会
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
安
曇
・
奈
川
地
区

の
小
中
学
生
６
人
が
、「
山
は
宝

物
。
健
や
か
で
豊
か
な
暮
ら
し
の

源
で
あ
る
山
を
未
来
へ
つ
な
い
で

い
き
ま
す
」と
宣
言
を
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
に
は
、
ま
つ

も
と
市
民
芸
術
館
に
お
い
て
、
祝

祭
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
を
テ
ー
マ
と
し
た
バ
レ
エ
や

合
唱
が
披
露
さ
れ
、
約
８
０
０
人

の
観
客
が
山
へ
の
想
い
を
深
め
ま

し
た
。

ま
た
、「
山
の
日
」
記
念
全
国

大
会
の
理
念
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

菅
谷
昭
松
本
市
長
か
ら
次
期
開
催

地
の
栃
木
県
（
那
須
町
）
へ
「
山

の
日
帽
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

地

域

交

流

通

信

が
き
っ
か
け
で
、
野
菜
の
販
売

を
再
開
し
た
そ
う
で
す
。
河
浦

さ
ん
は
、「
尊
敬
す
る
青
森
さ

ん
が
、『
松
崎
町
を
食
文
化
の

町
に
し
た
い
』
と
話
す
の
を
聞

い
て
付
い
て
い
こ
う
と
思
い
、

野
菜
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

河
浦
さ
ん
の
野
菜
は
、
花
の

技
術
を
生
か
し
た
糖
度
の
高
い

味
が
特
徴
で
、「
と
う
も
ろ
こ

し
や
パ
パ
イ
ヤ
等
、
希
少
価
値

の
高
い
野
菜
を
選
別
し
て
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

パ
パ
イ
ヤ
を
作
り
始
め
た
の

は
「
夢
で
み
た
」
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
て
、「
子
ど

も
た
ち
に
見
慣
れ
な
い
パ
パ
イ

ヤ
を
間
近
で
見
せ
て
夢
を
与
え

た
い
」
と
、
近
所
の
子
ど
も
た

ち
を
招
待
し
て
、
パ
パ
イ
ヤ
狩

り
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。「
パ

パ
イ
ヤ
は
、
実
も
葉
も
使
え
る

し
肌
に
も
良
い
の
で
、
松
崎
の

特
産
に
な
る
よ
う
に
広
め
た
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
月
、
開
催
さ
れ
る
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
河
浦
さ
ん

の
美
味
し
い
野
菜
が
お
客
様
に

提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

諮
き
ゅ
う
り
を
収
穫
す
る
河
浦
さ
ん

Profile

かわうら てるお さん

東京で修業し伊豆市での花卉の栽

培を経て、昭和43年から松崎町で

「河浦花園」を営業しています。

「やってみる（試す）ことが大切」

との信念をもとに、難しい花の栽培

や野菜の生産に取り組んでいます。

「
や
っ
て
み
る
」
精
神
を
花
か
ら
野
菜
、
そ
し
て
地
域
へ検

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

第
１
回

「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会

河
浦
さ
ん
は
、
船
田
区
に

作
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

中
心
に
、
花
卉
を
生
産
し
て

「
河
浦
花
園
」
を
営
業
し
て

い
ま
す
。
昭
和

年
か
ら
、

４３

時
代
や
季
節
に
応
じ
て「
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
」、「
カ
ス
ミ
ソ

ウ
」
、「
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
」、

「
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
」
等
を

育
て
て
き
ま
し
た
。
著
名
人

の
結
婚
式
に
花
を
提
供
し
た
り
、

品
種
改
良
に
よ
り
新
し
い
花
の

先
駆
者
と
な
っ
て
い
て
、
今
も

貴
重
な
生
産
者
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

野
菜
の
栽
培
は
、
家
庭
菜
園

の
み
だ
っ
た
と
い
う
河
浦
さ
ん

で
し
た
が
、
今
年
に
入
り
「
蔵

ら
」
を
営
む
青
森
千
枝
美
さ
ん

に

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
こ
と

２５

NNo.2No.222

▲記念式典での皇太子殿下

河
浦

輝
雄
さ
ん
（
南
郷
）

▲安曇・奈川地区の子供たちの宣言

諮
山
の
日
帽
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０３８人（－１５人）

男 ３，３３９人（－７人）

女 ３，６９９人（－８人）

世帯数 ３，０１９戸（－４戸）

転 入 １３人 転 出 １８人

出 生 ２人 死 亡 １２人

（平成２８年８月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
十
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

二

九

号

「
そ
の
電
話
・
訪
問
は
勧
誘
で
す
か
？
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（８８月届出分月届出分））

人身事故 １件 （－２）

物損事故 ２７件 （＋１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－２）

平成２８年８月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５７７

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

岡

村

芳

子

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

細

田

光

代

矢
車
草
を
両
手
に
か
か
へ
る
ほ
ど
摘
め
ば

風
に
の
り
く
る
啄
木
の
う
た

朝
な
さ
な
幼
稚
園
バ
ス
の
通
り
す
ぐ

ひ
よ
こ
の
ご
と
き
黄
色
の
帽
子

仁
科
川
の
河
口
に
鴨
の
姿
あ
り
て

は
ば
く
さ
ま
の
遠
目
に
見
ゆ
る

越
後
へ
と
嫁
ぎ
し
姪
の
晴
れ
姿

ま
し
ろ
き
ド
レ
ス
に
幸
せ
を
祈
る

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

依田秀子９７稲 井 菊 江大 澤

浩８３大 石 久 惠峰 輪

寿 彦６７山 本 一 久大 澤

豊 樹９４鈴木あさ子松 尾

茂７８佐 藤 悦 子櫻 田

益 実９５石 田 常 租江奈３

と 枝８３鈴 木 定 男西 区

さ つ き９０佐 藤 勉山 口

眞 二８５稲 葉 定 美江奈２

満 子９１山 本 美江奈２

おくやみ申し上げます（死亡）

日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
や
法
律
の
改
正
等
が
報
道

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
に
乗
じ
て
、
実
際
は

商
品
の
勧
誘
の
た
め
な
の
に
、「
最

近
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
て

ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
●
●

に
な
っ
た
た
め
、
●
●
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
」
、
「
順
次
こ
の
地
区

で
も
み
な
さ
ん
契
約
し
て
い
ま
す
」

等
と
、
勧
誘
で
あ
る
こ
と
を
隠
し

て
電
話
を
し
た
り
突
然
訪
問
を
し

て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
相
手
方
に
対
し
て

勧
誘
の
た
め
に
来
た
の
か
否
か
を

確
認
し
、
不
必
要
で
あ
れ
ば
断
る

と
い
う
対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
そ

の
よ
う
な
対
策
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
対
応
は
現
実
に
は
難

し
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
場
合
は
、
す
ぐ
に
契
約
等
は
せ

ず
、
相
手
方
の
名
前
や
言
わ
れ
た

こ
と
を
メ
モ
し
て
、
市
役
所
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
を
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

保護者性別名 前地 区

依 田 光 貴女実 來
み く

峰 輪

越 水 貴 也女心 瑚
こ こ

東 区

おめでとうございます（出生）
【
日
時
】

月

日
（
土
）

１０

２９

午
前
８
時

分
～
午
後
２
時

分
（
予
定
）

５０

３０

【
内
容
】
学
校
か
ら
の
説
明
、
授
業
見
学
、

部
活
動
見
学（
※
試
合
等
に
よ
り

当
日
不
在
の
部
活
動
が
あ
り
ま

す
。）

【
問
合
せ
】
松
崎
高
校
（
４
２
―
０
１
３
１
）

松
崎
高
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
案
内


